
7　　ぎょうだ議会だより

　
　

ご
み
施
設
予
定
地
に
つ

い
て
、
選
定
過
程
が
不
透
明
、

初
め
か
ら
予
定
地
あ
り
き
で

選
定
が
行
わ
れ
た
と
し
て
５

月
29
日
の
東
京
新
聞
に
掲
載

さ
れ
た
。
組
合
で
は
３
回
の

全
員
協
議
会
を
開
催
し
た
が

疑
惑
が
深
く
な
っ
て
い
る
。

　

臨
時
議
会
で
は
百
条
委
員

会
の
設
置
や
再
調
査
を
求
め

る
議
案
は
否
決
。
真
相
は
闇
。

　

工
藤
市
長
へ
の
報
告
内
容

と
問
題
点
は
何
か
。

　
　

候
補
地
選
定
を
巡
る
一

連
の
問
題
は
組
合
の
構
成
市

と
し
て
遺
憾
で
あ
る
。
誤
解

を
受
け
な
い
よ
う
事
業
を
進

め
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

市
長
の
言
う
不
適
切
な

部
分
と
は
ど
の
部
分
か
。

　
　

候
補
地
を
53
カ
所
か
ら

52
カ
所
に
変
更
し
た
こ
と
。

　
　

隠
し
た
原
因
は
。

　
　

選
定
委
員
会
で
決
定
。

　
　

工
事
単
価
に
つ
い
て
市

長
は
判
断
し
た
か
。

　
　

検
討
委
員
会
で
最
適
地

を
選
定
し
た
。

　
　

本
年
４
月
よ
り
、
多
く

の
自
治
体
で
介
護
保
険
料
が

値
上
が
り
に
な
っ
た
。
本
市

で
も
同
様
に
値
上
が
り
に
な

っ
た
が
、
要
因
は
何
か
。

　
　

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
等
の

増
額
に
対
す
る
第
１
号
被
保

険
者
保
険
料
の
財
政
負
担
割

合
の
引
き
上
げ
や
高
齢
者
人

口
の
増
加
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
の
伸
び
、
更
に
介
護

報
酬
改
定
や
平
成
31
年
に
予

定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
の
引

き
上
げ
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　

介
護
保
険
料
の
値
上
が

り
に
伴
う
、
市
の
対
策
・
対

応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
等
を

適
正
に
見
込
む
と
と
も
に
、

介
護
給
付
費
等
準
備
基
金
の

ほ
ぼ
全
額
で
あ
る
２
億
７
千

万
円
を
取
り
崩
し
、
財
源
に

充
て
る
こ
と
を
想
定
し
、
保

険
料
上
昇
の
抑
制
に
努
め
た
。

ま
た
、
介
護
予
防
、
重
度
化

防
止
の
取
り
組
み
の
充
実
に

努
め
て
い
く
。

●
子
ど
も
食
堂
の
設
置

　
　

そ
れ
に
つ
い
て
、
市
長

は
疑
問
を
感
じ
な
か
っ
た
か
。

　
　

選
定
過
程
に
お
い
て
不

適
切
な
部
分
が
あ
っ
た
が
委

員
会
は
最
適
地
を
選
定
し
た
。

　
　

不
適
切
な
部
分
の
再
調

査
は
依
頼
し
な
い
の
か
。

　
　

組
合
で
決
定
す
る
こ
と
。

　
　

組
合
任
せ
で
、
白
紙
委

任
し
て
い
る
の
か
。

　
　

再
調
査
を
求
め
る
決
議

は
組
合
議
会
で
否
決
さ
れ
た
。

　
　

行
田
市
の
組
合
議
員
は

５
人
中
２
人
が
再
調
査
を
求

め
て
い
る
。
市
長
の
考
え
は
。

　
　

制
度
的
に
組
合
が
決
定
。

　
　

３
市
に
よ
る
広
域
の
中

で
建
設
地
は
真
ん
中
の
鴻
巣

市
と
決
定
し
た
が
、
小
針
の

土
地
は
考
え
た
か
。

　
　

北
本
か
ら
行
田
は
遠
い

た
め
中
間
点
で
話
が
進
ん
だ
。

　
　

現
在
の
事
務
手
続
き
は

ほ
と
ん
ど
鴻
巣
市
が
中
心
だ

が
、
行
田
市
の
意
向
や
意
見

は
反
映
し
て
い
る
か
。

　
　

広
域
化
で
行
う
上
で
適

正
な
手
続
き
と
考
え
て
い
る
。

　
　

子
ど
も
食
堂
は
、
全
国

に
２
千
カ
所
以
上
、
１
０
０

万
人
以
上
が
利
用
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
食
事
や
居
場
所
へ

の
支
援
策
と
し
て
本
市
に
も

設
置
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
対
策
・
対
応
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
複
数
の
民
間
団
体

か
ら
子
ど
も
食
堂
を
実
施
予

定
と
伺
っ
て
い
る
。
ま
た
、

支
援
に
つ
い
て
は
他
市
の
事

例
を
参
考
に
、
今
後
調
査
研

究
し
て
い
く
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
学
校
へ
の
電
子
黒
板
・

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の
導
入

○
学
習
支
援
策

○
子
ど
も
ス
マ
ホ
対
策

○
鯉
の
ぼ
り
を
泳
が
せ
る
イ

ベ
ン
ト

○
花
の
名
所
づ
く
り

　
　

子
ど
も
食
堂
は
貧
困
家

庭
や
親
の
帰
宅
が
遅
い
子
ど

も
た
ち
に
無
料
や
低
額
で
食

事
や
居
場
所
を
提
供
す
る
も

の
で
、
全
国
２
２
８
６
カ
所
、

埼
玉
83
カ
所
に
あ
る
。
貧
困

の
広
が
る
中
、
急
速
に
増
え

て
お
り
、
市
と
し
て
も
設
置

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

重
要
な
共
食
の
確
保
や

居
場
所
の
提
供
な
ど
大
変
意

義
が
あ
る
も
の
で
、
市
は
複

数
の
団
体
か
ら
実
施
予
定
と

聞
い
て
い
る
。

　
　

全
国
調
査
を
し
た
子
ど

も
食
堂
安
心
・
安
全
向
上
委

員
会
は
子
ど
も
の
貧
困
を
考

え
た
場
合
１
小
学
校
区
に
１

カ
所
開
設
と
訴
え
て
い
る
が
。

　
　

一
つ
の
考
え
方
と
し
て

理
解
で
き
る
。

　
　

羽
生
熊
谷
鴻
巣
の
近
隣

市
は
す
で
に
実
施
し
て
い
る

が
、
本
市
で
は
い
つ
開
設
か
。

　
　

１
団
体
は
８
月
に
１
回

目
を
実
施
す
る
。

　
　

県
の
基
金
の
周
知
と
あ

わ
せ
市
独
自
の
助
成
を
し
て

は
ど
う
か
。

　
　

助
成
を
し
て
い
る
市
も

あ
る
が
自
主
運
営
が
多
い
。

●
児
童
扶
養
手
当
の
毎
月
支

給
を

　
　

貧
困
が
深
刻
と
な
る
中
、

ひ
と
り
親
家
庭
に
支
給
さ
れ

て
い
る
。
昨
年
６
月
に
も
質

問
し
た
が
年
３
回
の
ま
と
め

支
給
で
は
や
り
く
り
が
難
し

く
支
給
回
数
の
増
加
、
毎
月

支
給
に
と
い
う
願
い
は
強
い
。

実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

今
国
会
で
法
律
が
改
正

さ
れ
、
平
成
31
年
11
月
か
ら

年
６
回
の
支
給
と
な
る
。

　
　

手
当
の
目
的
は
ひ
と
り

親
家
庭
の
生
活
を
支
え
る
こ

と
で
あ
り
、
子
ど
も
の
生
活

を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
も
、

毎
月
支
給
す
る
考
え
は
。

　
　

毎
月
支
給
で
き
る
の
が

理
想
と
考
え
る
が
国
の
年
６

回
と
い
う
制
度
で
対
応
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
旧
忍
町
信
用
組
合
店
舗
に

お
け
る
計
画
の
一
貫
性
の
無

さ
や
子
ど
も
の
安
全
対
策

問問

問

問

問

問

問

問

問問問問問

問問 問

問

問問 答

答答

答

答

答

答

答
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答答答

答

答答

市政に対する 一般質問市政に対する 一般質問

貧 困 対 策

市長の政治姿勢

福 祉 行 政

子
ど
も
食
堂
の
早
期
開
設

児
童
扶
養
手
当
の
毎
月
支
給
を
！

ご
み
処
理
施
設
建
設
は

　
　
　
　
行
田
市
民
の
利
益
か

介
護
保
険
料
値
上
が
り

　
　
　
　
　
　
　
市
の
対
策
を

大
久
保
　
　
忠
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